
上

土

器

遺

跡

発

掘

調

査

報

告

一　
は
じ
め
に

本
遺
跡
は
、
昭
和
六
十
年
に
甲
府
市
教
育
委
員
会
が
実
施
し
た
甲
府
市
内
の

遺
跡
詳
細
分
布
調
査
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
た
遺
跡
で
あ
る
。
桜
井
町
上
土
器
二

五
四
番
地

・
他
を
所
在
地
と
し
、
瓦
窯
趾
の
存
在
が
推
定
さ
れ
る
が
、
複
合
遺

跡
の
た
め
、
名
称
は
上
土
器
遺
跡
と
付
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ま
で
二
十
数
カ

所
と
さ
れ
て
い
た
市
内
の
遺
跡
が
二
〇
〇
カ
所
以
上
確
認
さ
れ
た
分
布
調
査
の

成
果
の
中
で
も
、
国
分
寺
瓦
を
生
産
し
た
瓦
窯
址
の
発
見
は
き
わ
め
て
注
目
さ

れ
る
成
果
の
一
つ
で
あ

っ
た
。

山
梨
最
古
の
寺
院
と
し
て
は
、
春
日
居
町
の
寺
本
廃
寺
が
あ
り
、
続
く
寺
院

と
し
て
、　
一
宮
町
の
国
分
寺
、
国
分
尼
寺
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
寺
院
址
は
近
年

発
掘
調
査
も
し
ば
し
ば
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
個
別
的
に
は
伽
藍
配
置
や

瓦
な
ど
の
問
題
が
深
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
段
階
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

と
く
に
、
こ
れ
ら
の
寺
院
址
か
ら
出
土
す
る
瓦
は
、
そ
の
寺
院
の
創
建
年
代

や
廃
寺
に
な
る
ま
で
の
変
遷
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
多

（市
史
編
さ
ん
専
門
委
員
）

（上

土
器
遺
跡

調
査
員
）

量
に
用
い
ら
れ
た
瓦
の
生
産
地

（供
給
地
）
や
製
作
技
術
の
系
譜
な
ど
を
解
明

す
る
う
え
で
き
わ
め
て
重
要
な
考
古
資
料
と
な

っ
て
い
る
。

上
土
器
遺
跡
は
、　
一
宮
町
に
所
在
す
る
国
指
定
史
跡
の
甲
斐
国
分
寺
に
深
く

か
か
わ
る
生
産
遺
跡
で
あ
り
、
古
代
寺
院
址
お
よ
び
瓦
窯
址
の
研
究
に
お
い
て
、

究
明
す
べ
き
極
め
て
重
要
な
遺
跡
と
い
う
認
識
の
も
と
に
、
今
回
、
甲
府
市
史

編
さ
ん
委
員
会
の
考
古

・
古
代

・
中
世
部
会
に
よ

っ
て
市
史
編
さ
ん
の
一
環
と

し
て
発
掘
調
査
に
至

っ
た
。

一
一　
地
理
的

。
歴
史
的
環
境

上
土
器
窯
跡
は
市
街
地
東
部
に
あ
る
桜
井
町
上
土
器
地
内
に
所
在
し
、
発
掘

調
査
地
点
は
上
土
器
二
五
四
番
地
、
山
田
哲
氏
宅
の
南
側
の
樹
園
地
で
あ
る
。

な
お
、
山
田
氏
宅
の
北
に
面
し
て
東
西
に
青
梅
街
道
が
走
り
、
調
査
地
点
の
南

方

一
二
〇

ｍ
に
は
中
央
本
線
が
走
る
。
東
方
三
〇

ｍ
ほ
ど
で
道
路
を
境
と
し
て

石
和
町
松
本
と
な
る
。
西
側
は
樹
園
地
が
続
い
て
い
る
。

桜
井
町
地
区
は
大
蔵
経
寺
山
の
山
裾

一
帯
を
主
体
と
し
た
地
区
で
あ
り
、
横

宮 櫛 田

沢 原 代
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根
町

・
和
戸
町

ｏ，
川
田
町
お
よ
び
石
和
町
松
本
な
ど
と
接
し
て
い
る
。
こ
の
一

帯
は
大
山
沢
川

・
平
等
川
流
域
の
沖
積
地
で
あ
り
、
低
平
な
地
形
と
な
っ
て
い

る
。
調
査
地
点
付
近
の
標
高
は
二
六
三
ｍ
ほ
ど
で
あ
る
。
こ
の
沖
積
地
で
は
、

こ
れ
ま
で
に
五
〇
カ
所
近
い
遺
跡
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
遺
跡
の
時
代
も
原
始

の
縄
文
時
代
か
ら
中
、
近
世
ま
で
と
長
い
時
代
に
わ
た
っ
て
い
る
。

従
来
、
横
根
の
山
田
古
墳

・
大
坪
遺
跡
、
川
国
の
川
田
瓦
窯
跡
等
が
知
ら
れ

て
い
た
が
、
昭
和
六
十
年
の
分
布
調
査
に
よ
っ
て
、
河
川
や
水
路
等
に
よ
り
微

高
地
状
と
な
っ
た
地
域
に
、
古
墳
時
代
か
ら
平
安
時
代
に
か
け
て
の
遺
物
散
布

が
濃
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、

「
甲
斐
国
山
梨
郡
表
門
」
の
ヘ
ラ

書
き
土
器
が
発
見
さ
れ
た
大
坪
遺
跡
は
、
長
径
五
Ｏ
Ｏ

ｍ
を
こ
え
る
大
集
落
の

可
能
性
が
考
え
ら
れ
、
こ
の
地
域
の
中
心
的
集
落
を
形
成
し
て
い
た
こ
と
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
大
坪
遺
跡
の
東
側
に
あ
た
る
川
国
に
は
川
国
瓦
窯
址
が

あ
り
、
こ
れ
と
四
Ｏ
Ｏ

ｍ
ほ
ど
離
れ
て
所
在
す
る
の
が
上
土
器
窯
址
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
集
落
が
二
人
集
団
の
ム
ラ
で
あ

っ
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

本
遺
跡
は
生
産
遺
跡
で
あ
り
、
瓦
窯
址
の
構
造
や
工
房
址
の
存
在
お
よ
び
瓦

な
ど
の
調
査
成
果
が
期
待
さ
れ
る
が
、
集
落
と
の
関
係
な
ど
明
ら
か
に
し
て
お

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
も
多
い
。

ヽ
〓
一　
調
査
経
過

すＦ
竹
．
ォ
′
拍

一 ≡「
月
十
六
日
に
器
材
を
搬
入
し
た
後
、　
一
・
五
ｍ
×
四

一
・
五
ｍ
の
ト
レ

ン
チ

（
１
号
ト
レ
ン
チ
）
を
設
定
し
て
調
査
を
開
始
し
た
。
ま
た
、
ト
レ
ツ
チ

内
の
三
ケ
所
に
一
ｍ
四
方
の
深
掘
り
を
行
な
い
、
土
層
観
察
を
行
な
っ
た
。
ト

レ
ン
チ
内
で
は
、
東
端
か
ら

一
一
ｍ
西
の
地
点
で
三
〇

ｃｍ
の
深
さ
か
ら
北
向
き

に
横
倒
し
に
な
っ
た
弥
生
時
代
末
期
の
台
付
甕
が
ほ
ぼ
完
形
の
ま
ま
出
土
し
た
。

そ
の
周
辺
を
精
査
し
た
が
住
居
、
土
拡
等
の
掘
り
込
み
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

十

一
月
十
七
日
に
は

一
号
ト
レ
ン
チ
南
側
に
ト
レ
ン
チ
を
３
本
設
定
し

（
２
１

４
号
ト
レ
ン
チ
）
掘
り
下
げ
た
。
こ
の
う
ち
２
号
ト
レ
ン
チ
北
側
で
、
炉
体
土

器
と
と
も
に
多
く
の
上
器
片
が
出
土
し
た
た
め
住
居
址
と
し
て
認
定
し
た
が

（
１
号
住
居
址
）
、
壁

・
柱
穴
等
は
不
明
で
あ

っ
た
。
十

一
月
十
八
日
に
は

一

号
ト
レ
ン
チ
の
西
側
を
ボ
ー
リ
ン
グ
棒
で
探
査
し
た
と
こ
ろ
、
瓦
の
集
中
箇
所

が
確
認
さ
れ
た
た
め
、
五
ｍ
×
九

ｍ
の
調
査
区

（
６
号
ト
レ
ン
チ
）
を
設
定
し

全
面
的
に
掘
り
下
げ
た
。
そ
の
結
果
、
多
量
の
瓦
の
雅
積
が
出
現
し
た
。
ま
た
、

６
号
ト
レ
ン
チ
の
東
側
に
７
号
ト
レ
ン
チ
を
設
定
し
た
。
十

一
月
十
九
日
に
は

６
号
ト
レ
ン
チ
の
北
側
で
鬼
高
期
の
ほ
ぼ
完
形
の
外
が
三
点
出
上
し
た
ほ
か
、

甕
な
ど
が
同
レ
ベ
ル
で
出
土
し
た
た
め
住
居
と
し
て
認
定
し
た
が

（
２
号
住
居

址
）
、
壁

・
亀
な
ど
は
確
認
で
き
な
か

っ
た
。
そ
の
後
数
日
間
は
遺
物
を
残
し

な
が
ら
掘
り
下
げ
を
続
行
し
た
。
十

一
月
二
十

一
日
に
は
渡
辺
広
勝
氏

（
テ
ラ
・

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン
グ
）
に
お
願
い
し
て
、
調
査
区
周

辺
を
地
中

レ
ー
ダ
に
よ

っ
て
探
査
し
て
い
た
だ
い
た
。
そ
の
結
果
、
今
回
の
調

査
区
内
に
は
６

●
７
号
ト
レ
ン
チ
以
外
に
瓦
の
集
中
箇
所
は
認
め
ら
れ
な
か

っ

た
が
、
調
査
区
西
側
に
隣
接
す
る
ブ
ド
ウ
畑
中
に
は
数
基
の
窯
跡
と
考
え
ら
れ

る
反
応
が
あ
り
、
表
土
中
よ
り
瓦
が
採
集
さ
れ
た
。
十

一
月
二
十
四
日
に
は
掘

り
下
げ
と
併
行
し
て
６

●
７
号
ト
レ
ン
チ
の
遺
物
実
測
の
た
め
の
遣
り
方
を
組

み
、
実
測
を
開
始
し
た
。
十

一
月
二
十
六
日
に
は
６
号
ト
レ
ン
チ
内
の
実
測
を

終
了
し
、
引
き
続
き
７
号
ト
レ
ン
チ
の
実
測
を
開
始
し
た
。
ま
た
、
山
梨
文
化

財
研
究
所
の
外
山
秀

一
氏
に
よ
り
、
１
号
ト
レ
ン
チ
内
の
深
掘
り
箇
所
に
お
い

て
古
環
境
研
究
の
た
め
の
上
層
サ
ン
プ
リ
ン
グ
が
行
な
わ
れ
た
。
十

一
月
二
十

日
に
は
実
測
調
査
を
ほ
ぼ
終
了
し
、
遺
物
の
取
り
上
げ
を
始
め
た
。
十
二
月

一

日
に
は
遺
物
を
取
り
上
げ
、
更
に
下
層
を
掘
り
下
げ
た
。
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ま
た
全
測
図
を
作
成
し
た
。
十

二
月
四
日
に
は
６
号
ト
レ
ン
チ
内

に
三
本
の
サ
ブ
ト
レ
ン
チ
を
設
定

し
掘
り
下
げ
、
土
層
を
観
察
し
た
。

ま
た
調
査
区
の
各
所
に
試
掘
ピ
ッ

ト
を
あ
け
た
と
こ
ろ
、
調
査
区
東

側
で
鬼
高
期
の
甕
が
ほ
ぼ
完
形
の

ま
ま
西
側
に
倒
れ
て
出
土
し
た
。

土
器
内
に
は
空
間
部
を
残
し
て
泥

が
堆
積
し
て
い
た
。
十
二
月
八
日

に
は
サ
ブ
ト
レ
ン
チ
の
断
面
図
を

実
測
し
た
。
ま
た
７
号
ト
レ
ン
チ

内
の
瓦
集
中
部
を
平
面
図
の
作
成

後
掘
り
下
げ
た
。
そ
の
後
降
雪
が

あ
り
、
雪
解
け
水
が
ト
レ
ン
チ
内

に
浸
入
し
調
査
は
停
滞
し
た
。
十

二
月
十
七
日
に
は
７
号
ト
レ
ン
チ

内
に
ベ
ル
ト
を
残
し
な
が
ら
掘
り

下
げ
、
土
層
の
堆
積
状
況
を
調
べ

た
。
十
二
月
十
八
日
に
は
ベ
ル
ト

の
断
面
図
を
作
成
し
た
後
ベ
ル
ト

を
撤
去
し
て
精
査
し
た
と
こ
ろ
、

ピ
ッ
ト
が
検
出
さ
れ
た
。
十
二
月

十
九
日
に
道
具
を
片
付
け
、
遺
物

を
搬
出
し
て
調
査
を
終
了
し
た
。
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調
査
に
要
し
た
日
数
は
延
べ
二
十
八
日
、
調
査
面
積
は
約
二
一
〇

ド
で
あ
る
。

四
　
基
本
層
序

１
号
ト
レ
ン
チ
内
に
、
基
本
層
序
を
確
認
す
る
た
め
の
深
掘
り
を
三
ケ
所
に

入
れ
て
土
層
を
観
察
し
た
。
そ
の
う
ち
土
層

の
堆
積
が
安
定
し
た
西
端
南
壁

（第
５
図
左
上
）
を
基
本
層
序
と
し
て
説
明
す
る
。

Ｉ
層
―
暗
褐
色
土

（有
機
質
の
耕
作
土
層
。
φ
Ｏ

・
五
ｃｍ
程
度
の
小
礫
、
炭

化
物
、
焼
土
を
少
量
含
む
。
）

Ⅱ
層
―
灰
黄
褐
色
粘
土

（灰
色
の
粘
土
を
多
く
合
み
、
粘
性
は
強
い
。
褐
色

汚
染
が
や
や
強
い
。
φ

一
Ｃｍ
程
度
の
礫
を
微
量
、
炭
化
物
を
少
量
含

む
。
）

Ⅲ
層
―
暗
灰
褐
色
砂
粒
混
合
粘
土

（砂
粒
を
や
や
多
く
含
む
。
褐
色
汚
染
が

や
や
強
い
。
炭
化
物
を
微
量
含
む
。
遺
物
包
含
層
。
）

Ⅳ
層
―
暗
灰
褐
色
粘
土

（褐
色
汚
染
が
強
い
。
）

Ｖ
層
―
暗
褐
色
粘
土

（褐
色
汚
染
が
き
わ
め
て
強
い
。
軟
質
で
あ
る
。
）

Ⅵ
層
―
暗
灰
色
粘
土

（
Ⅶ
層
が
部
分
的
に
混
入
す
る
。
砂
粒
を
少
量
含
む
。

褐
色
汚
染
は
や
や
弱
い
。
）

Ⅶ
層
―
灰
白
色
粘
土

（き
わ
め
て
粘
性
が
強
い
。
し
ま
り
は
弱
い
。
）

Ⅷ
層
―
青
灰
色
粘
土

（粘
上
、
し
ま
り
共
に
強
い
。
）

Ⅸ
層
―
暗
灰
白
色
粘
土

（粘
性
、
し
ま
り
共
に
強
い
。
）

Ｘ
層
―
青
灰
色
粘
土

（粘
性
が
強
い
。
）

�
層
―
暗
灰
褐
色
ガ
ラ
ス
質
火
山
灰

（厚
さ
五

ｃｍ
の
ガ
ラ
ス
質
火
山
灰
層
で

あ
る
。
粒
径
は
細
粒
砂
大
で
、
分
級
は
良
好
で
あ
る
。
火
山
ガ
ラ
ス

の
形
態
は
バ
ブ
ル
ウ
オ
ー
ル
型
を
呈
す
。
そ
の
屈
折
率
は
■
＝

一
・

四
九
九
ど

一
・
五
〇

一
の
レ
ン
ジ
を
も
ち
、

モ
ー
ド
は

一
・
五
〇
〇

で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
姶
良
Ｔ

ｎ
火
山
灰
Ｉ
Ａ
Ｔ
Ｉ
に
同
定
さ
れ

る
。
）

�
層
―
青
灰
色
砂

（雲
母

。
長
石
を
多
く
含
む
や
や
粗
い
砂
層
。
粘
性
は
な

い
。　
）

�
層
―
褐
色
砂

（雲
母

。
長
石
を
含
む
非
常
に
粗
い
砂
層
。
粘
性
は
な
い
。
）

五
　
発
見
さ
れ
た
遺
構
と
遺
物

調
査
区
内
か
ら
は
、
古
墳
時
代
後
半

（鬼
高
期
）
の
住
居
址
二
軒
、
奈
良
時

代
の
瓦
窯
址
に
伴
う
灰
原

一
ケ
所
が
検
出
さ
れ
た
ほ
か
、
弥
生
時
代
末
期
の
台

付
甕

（単
独
土
器
Ａ
）
と
古
墳
時
代
後
半
の
甕

（単
独
土
器
Ｂ
）
が
そ
れ
ぞ
れ

単
独
で
出
土
し
た
。

出
土
遺
物
は
弥
生
時
代
末
期
ユ
古
墳
時
代
後
半

の
上
器
、
奈
良
時
代
の
瓦

（軒
丸
瓦

・
軒
平
瓦

・
丸
瓦

・
平
瓦

・
隅
切
り
瓦
）

・
鱒
、
平
安
時
代
の
上
師

器

・
須
恵
器

・
鎌
で
あ
る
。
そ
の
量
は
ヨ
ン
テ
ナ
約
四
〇
箱
に
及
が
。

１
　
遺
構

（１
）
１
号
住
居
址

（第
４
図
）

２
号
ト
レ
ン
テ
内
の
北
側
に
位
置
す
る
。
表
土
か
ら
僅
か

一
二
Ｃｍ
の
深
さ
で

確
認
さ
れ
た
炉
体
土
器
と
、
そ
の
周
辺
に
散
在
し
た
鬼
高
期
の
上
師
器
か
ら
住

居
址
と
判
断
し
た
が
、
ピ
ッ
ト
・
壁
等
の
施
設
を
確
認
す
る
に
は
至
ら
な
か

っ

た
。
炉
体
土
器
は
、
Ⅲ
層
中
に
直
径
二
Ｏ

Ｃｍ
、
高
さ

一
〇

Ｃｍ
の
甕
胴
部
を
逆
位

に
埋
設
し
た
も
の
で
、
内
部
の
土
層
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
１
層
―
暗
赤
褐
色

土

（焼
土
、
炭
化
物
を
含
む
。
）
　

２
層
―
暗
灰
褐
色
土

（褐
色
汚
染
を
受
け

る
。
）
　

３
層
―
暗
灰
褐
色
土

（焼
土
を
含
む
。
）
　

４
層
―
暗
赤
褐
色
土

（焼
土
を
含
む
。
）

炉
体
土
器
の
周
辺
に
は
焼
上
の
ほ
か
に
炭
化
物
が
多
く
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認
め
ら
れ
た
。
ま
た
遺
物
は
焼
土
や
炭
化
物
と
同

レ
ベ
ル
で
、
炉
体
土
器
周
辺
の
一
×
一
・
五
ｍ
付

近
を
中
心
に
Ⅲ
層
直
上
に
押
し
つ
ぶ
さ
れ
た
よ
う

に
出
上
し
た
。
従

っ
て
床
面
は
Ⅲ
層
上
面
で
あ
ろ

う
と
思
わ
れ
る
が
、
特
に
堅
く
し
ま

っ
た
部
分
は

な
い
。
ま
た
貼
り
床
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
。
な
お
、
遺
物
の
遺
存
状
況
が
比
較
的
良

好
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
遺
物
包
含
層
が
極

め
て
浅
い
点
か
ら
床
面
上
部
の
壁
等
の
遺
構
に
つ

い
て
は
既
に
消
失
し
て
い
る
可
能
性
が
強
い
。

（２
）
２
号
住
居
址

（第
５
図
）

６
号
ト
レ
ン
チ
内
の
北
側
に
位
置
す
る
。
皿
層

中
に
鬼
高
期
の
土
師
器
芥

。
甕

・
手
捏
土
器
が
ほ

ぼ
同
レ
ベ
ル
で
検
出
さ
れ
た
こ
と
か
ら
住
居
址
と

し
た
が
、
床
面

・
ピ
ッ
ト
・
壁
等
の
施
設
は
明
ら

か
で
な
い
。
６
号
ト
レ
ン
チ
内
の
東
西
サ
ブ
ト
レ

ン
チ
、
及
び
中
央
サ
ブ
ト
レ
ン
チ
の
断
面
観
察
で

も
明
確
な
壁
の
立
ち
上
が
り
や
床
面
を
捉
え
る
こ

と
は
で
き
な
か

っ
た
。
遺
物
の
分
布
範
囲
は
東
西

四
・
三
ｍ
、
南
北
四
ｍ
で
あ
る
。
遺
物
の
な
か
で
、

甕

（第
１５
図
８
）
と
手
捏
土
器

（第
１５
図
６
）
は

ま
と
ま
っ
て
出
土
し
た
。
ま
た
小
型
甕

（
１５
図
７
）

は
外

（第
１５
図
３
）
の
上
に
正
位
に
重
な

っ
て
出

土
し
た
。
小
型
甕
と
外
の
周
辺
及
び
西
側
に
は
炭

化
物
混
じ
り
の
焼
土
が
薄
く
堆
積
し
て
い
た
が
、

?―       ・
―・E

1号 トレンチ

5号 トレンチ

第 4図  1号住居址 ,単独上器 A・ B
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こ
の
焼
土
は
灰
原
の
瓦
堆
積
層
中
や
そ
の
直
下
に
広
い
範
囲
で
認
め
ら
れ
る
も

の
で
あ
り
、
住
居
址
と
の
直
接
的
な
関
連
は
弱
い
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
ト
レ
ン

チ
内
の
北
端
に
は
約
二
〇

Ｃｍ
の
礫
が
東
西
に
並
ん
で
直
立
し
て
お
り
当
初
亀

の

袖
石
か
と
思
わ
れ
た
が
、
礫
間
に
焼
土

・
炭
化
物
層
は
確
認
さ
れ
な
か

っ
た
。

従

っ
て
そ
の
性
格
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

（３
）
灰
原

（第
５

ｏ
６
図
）

６
号
ト
レ
ン
チ
内
南
側
及
び
７
号
ト
レ
ン
チ
内
に
位
置
す
る
。
東
西
八

ｍ
、

南
北
六

・
五
ｍ
の
広
範
囲
に
壁
体

・
焼
土

・
炭
化
物
層
を
伴
う
瓦
の
集
中
部
が

検
出
さ
れ
、
膨
大
な
量
の
瓦
が

一
〇
を

一
五

ｃｍ
程
度
の
厚
さ
で
ほ
ぼ
水
平
に
層

を
な
し
て
堆
積
し
て
い
た
。
６
号
ト
レ
ン
チ
内
の
瓦
集
中
部
付
近
の
土
層
は
次

の
通
り
で
あ
る
。
１
層
―
攪
乱
　
２
層
―
暗
灰
褐
色
粘
土

（瓦

・
焼
土
塊

・
灰

化
物
を
含
む
。
３
層
直
上
の
み
に
堆
積
す
る
。
）
　

３
層
―
暗
黒
色
土

（瓦

・

焼
土
塊

・
炭
化
物

・
灰
を
極
め
て
多
量
に
含
む
。
平
安
時
代
の
土
師
器
片
を
少

量
混
在
す
る
。
）
　

４
層
―
焼
±
　
５
層
―
黄
灰
色
粘
土

（ブ

ロ
ッ
ク
状
を
呈

す
。
）
　

６
層
―
暗
灰
褐
色
砂
質
土

（
Ⅳ
層
上
面
か
ら
掘
り
込
ま
れ
た
ピ
ッ
ト

の
覆
土
。
Ⅲ
層
と
は
ば
同
じ
。
）
　

７
層
―
褐
色
砂
質
土

（
６
層
が
褐
色
汚
染

を
受
け
た
も
の
）
　

８
層
―
灰
褐
色
粘
土

（
Ｖ
層
上
面
か
ら
掘
り
込
ま
れ
た
ピ
ッ

ト
の
覆
土
。
）
　

９
層
―
灰
褐
色
砂

（遺
物
を
含
む
。
）
　

ま
た
７
号
ト
レ
ン

チ
の
中
央
や
や
西
寄
り
に
瓦
と
壁
体
が
集
中
し
た
箇
所
が
検
出
さ
れ
た

（第
６

図
）
。
最
大
五
五

ｃｍ
×
四
Ｏ

ｃｍ
を
は
じ
め
と
す
る
や
や
平
た
い
ブ

ロ
ッ
ク
状
の

壁
体
が
東
西

一
・
七

ｍ
、
南
北

一
・
三
ｍ
の
範
囲
に
積
み
重
な
る
よ
う
に
し
て

集
中
し
て
お
り
、
壁
体
の
上
下
層
か
ら
瓦
が
濃
密
に
出
土
し
た
。
ま
た
瓦

・
壁

体
の
集
中
箇
所
下
部
か
ら
は
ピ
ッ
ト
が
検
出
さ
れ
、
そ
の
内
部
か
ら
は
壁
体
と

瓦
片
が
出
上
し
た
。
壁
体
集
中
箇
所
付
近
の
土
層
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
１
層

―
黒
色
土

（
平
安
時
代
の
土
師
器
等
を
含
む
。
瓦
は
少
な
い
。
）
　

２
層
―
焼

土

（壁
体
に
付
随
し
て
存
在
す
る
。
）
　

３
層
―
暗
黒
色
土

（瓦
を
大
量
に
含

む
。
）
　

４
層
―
黒
灰
褐
色
粘
土

（Ⅳ
層
か
ら
掘
り
込
ま
れ
た
ピ
ッ
ト
の
覆
土
。

焼
土
粒
子
を
少
量
含
む
。
）
　

５
層
―
黒
灰
色
粘
土

（瓦
片
を
含
む
。
）

６
●
７
号
ト
レ
ン
チ
か
ら
検
出
さ
れ
た
瓦
は
、
全
て
破
損
し
た
り
過
度
の
焼

成
を
受
け
て
溶
解
し
た
焼
成
不
良
品
で
あ
る
。
ま
た
、
灰
に
混
在
し
て
破
損
し

た
尊
が
や
や
多
く
発
見
さ
れ
た
。
瓦

・
博
と
も
に
不
良
品
で
あ
る
こ
と
、
焼
土

・

炭
化
物
層
を
伴
う
こ
と
、
壁
体
を
伴
う
こ
と
か
ら
本
遺
構
は
瓦
窯
址
の
灰
原
と

考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
通
常
、
窯
の
焚
き
口
部
付
近
か
ら
そ
の
前
面
に
か

け
て
灰
原
が
広
が
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
６
●
７
号
ト
レ
ツ
チ
内
の
遺
物
の

出
土
状
況
か
ら
瓦
窯
の
本
体
は
７
号
ト
レ
ン
チ
北
側

（
６
号
ト
レ
ン
チ
東
側
）

に
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
窯
の
構
造
は
、
遺
跡
の
地
形
及
び
灰
原
の

瓦
堆
積
層
が
ほ
ば
水
平
で
あ
る
点
か
ら
平
窯
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
後
に

述
べ
る
よ
う
に
本
址
か
ら
は
甲
斐
国
分
寺
跡

・
国
分
尼
寺
跡
と
同
範
の
軒
九
瓦

を
含
む
瓦
が
出
土
し
、
国
分
寺

。
国
分
尼
寺
に
供
給
し
た
瓦
窯
の
ひ
と
つ
で
あ

る
こ
と
が
明
ら
か
な
こ
と
か
ら
、
奈
良
時
代
後
半
以
降
の
一
般
的
な
傾
向
に
鑑

み
て
平
窯
形
態
の
構
造
窯
と
考
え
て
大
過
な
か
ろ
う
。
な
お
、
瓦
の
堆
積
層
中

の
一
部
に
平
安
時
代
の
上
師
器
が
多
く
検
出
さ
れ
た
が
、
１
層
中
の
遺
物
が
何

ら
か
の
要
因
に
よ
っ
て
瓦
と
の
攪
乱
を
受
け
た
と
考
え
て
お
き
た
い
。

２
　
遺
物

（１
）
瓦

（第
７
淀
‐２
図
）

瓦
類
は
コ
ン
テ
ナ
で
約
四
〇
箱
出
土
し
て
い
る
が
、
そ
の
整
理
作
業
は
ま
だ

緒
に
就
い
た
ば
か
り
で
あ
り
、
現
段
階
で
は
出
土
遺
物
の
ご
く

一
部
に
目
を
通

し
た
に
過
ぎ
な
い
。
従

っ
て
、
調
査
時
点
で
抽
出
し
た
遺
物
を
種
別
ご
と
に
分

類

・
報
告
す
る
に
留
ま
ざ
る
を
得
ず
、
量
的
把
握
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
な
い
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こ
と
を
最
初
に
断

っ
て
お
き
た
い
。
発
見
さ
れ
た
瓦
の
種
類
に
は
軒
丸
瓦

・
軒

平
瓦

・
丸
瓦

・
平
瓦

・
隅
切
り
瓦
が
あ
る
。
な
お
、
文
字
瓦
は
現
時
点
で
は
未

発
見
で
あ
る
。

ａ
　
軒
丸
瓦

（
１
１
４
）

山
田
氏
の
表
採
品
を
含
め
て
二
種
類

（
Ａ
Ｉ

・
Ｈ
型
式
）
、　
ご

一点
出
土
し

た
。素
弁
八
葉
蓮
華
文
軒
丸
瓦

（
Ａ
Ｉ
型
式
）

（
１
１
３
）
　

内
区
に
は
１
＋
６

の
蓮
子
を
も

つ
低
く
突
出
し
た
中
房
と
、
卵
形
に
丸
く
隆
起
し
た
八
葉
の
蓮
弁

を
も
ち
、
各
弁
間
に
は
や
や
高
く
突
出
し
た
間
弁
が
あ
る
。
外
区
に
は
隆
起
し

た
二
重
の
圏
線
が
巡
る
。
瓦
当
裏
面
に
指
頭
、
あ
る
い
は
棒
状
工
具
で
半
円
形

の
濤
を
付
け
た
後
、
印
籠
付
け
に
よ
っ
て
丸
瓦
部
と
瓦
当
部
を
接
続
す
る
。
丸

瓦
部
凸
面
は
縦
方
向
の
ヘ
ラ
削
り
に
よ

っ
て
調
整
す
る
。
色
調
に
は
還
元
炎
焼

成
に
よ
る
灰
白
色
、
酸
化
炎
焼
成
に
よ
る
褐
色

・
明
褐
色

・
暗
褐
色
、
そ
の
中

間
の
灰
褐
色
を
呈
す
る
も
の
が
あ
る
。
灰
白
色
の
も
の
の
多
く
は
内
部
ま
で
均

一
で
あ
る
が
、
そ
の
他
の
も
の
は
内
部
が
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
状
に
黒
く
な

っ
て
い

る
。
胎
土
に
は
長
石
を
主
体
に
雲
母

・
石
英
が
含
ま
れ
る
。
ま
た
白
色
を
呈
す

る
粘
土
を
少
量
加
え
て
よ
く
練
ら
れ
た
胎
土
を
示
す
も
の
が
あ
る
。
小
破
片
を

含
め
て

一
〇
点
出
土
し
、
二
種
類
の
範
を
確
認
し
た
。

Ａ
Ｉ
型
式
１
類

（
１

・
２
）

各
部
位
の
計
測
値
は
、
瓦
当
径

一
六

・
七
ど

一
七

ｃｍ
、
内
区
径

一
二
・
八

ｃｍ
、
中
房
径
四

ｃｍ
、
中
房
高
○

。
二
Ｃｍ
、
蓮
子
径

Ｏ

・
七

ｃｍ
、
間
弁
幅
二
ど
三

ｃｍ
、
弁
長
三

・
四

ｃｍ
、
弁
幅
二
・
八

ｃｍ
、
外
区
幅

二
Ｃｍ
、
外
区
高
〇

・
七
―

一
・
二
Ｃｍ
、
瓦
当
厚
四

。
二
ど
四

・
七

ｃｍ
を
測
る
。

瓦
当
面
に
は
乾
燥
時
の
ヒ
ご
に
対
し
て
径
五

ｍｍ
の
棒
状
工
具
で
連
続
刺
突
を
加

え
て
い
る
。
範
の
木
目
が
比
較
的
明
瞭
で
あ
る
。
瓦
当
面
に
長
石
を
主
体
と
し

た
砂
粒
が
部
分
的
に
付
着
し
、
範
を
押
圧
す
る
際
の

「
離
れ
砂
」
で
あ
ろ
う
と

I｀1＼ ＼、
十 十
~~~~~_____
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-78-―

第 7図



思
わ
れ
る
。　
一
宮
町
甲
斐
国
分
寺
跡
、
八
代
町
久
録
遺
跡
で
同
範
瓦
が
出
土
し

て
い
る
。

Ａ
Ｉ
型
式
２
類

（
３
）
　

１
類
と
同
文
で
あ
る
が
異
範
で
、
１
類
よ
り
も
や

や
小
型
で
あ
る
。
各
部
位
の
計
測
値
は
、
瓦
当
径

一
六
・
三
を

一
六
・
四
ｃｍ
、

内
区
径

一
二
・
三
ｃｍ
、
中
房
径
三
・
八
ｃｍ
、
中
房
高
○

・
三
ｃｍ
、
蓮
子
径
○

・

五
ｃｍ
、
間
弁
幅

一
・
八
ユ
ニ
・
二
Ｃｍ
、
弁
長
三
・
七

ｃｍ
、
弁
幅
二
・
八
ｃｍ
、
外

区
幅
二
・
三
ｃｍ
、
外
区
高
〇

・
八
ｃｍ
、
瓦
当
厚
四
・
二
ど
四
・
四
ｃｍ
を
測
る
。

丸
瓦
部
及
び
瓦
当
裏
面
に
は
縄
叩
き
痕
が
残
る
。
甲
斐
国
分
寺
跡

。
国
分
尼
寺

跡
で
同
絶
瓦
が
出
上
し
て
い
る
が
、
国
分
寺
跡
出
上
の
Ａ
Ｉ
型
式
２
類
は
概
し

て
瓦
当
一異
面
に
縄
叩
き
痕
が
残
り
、
こ
の
類
の
技
法
上
の
大
き
な
特
徴
と
い
え

る
か
も
し
れ
な
い
。

′素
弁
八
葉
蓮
華
文
軒
丸
瓦

（Ａ
Ｈ
型
式
）

（４
）
非
常
に
大
き
な
瓦
当
径
と
、

無
文
の
中
房
が
特
徴
的
で
あ
る
。
中
房
は
高
く
突
出
し
、
八
棄
の
蓮
弁
は
砲
弾

状
に
高
く
隆
起
す
る
。
各
弁
間
に
は
楔
状
に
深
く
入
り
込
ん
だ
大
き
な
間
弁
が

高
く
突
出
す
る
。
外
区
に
は
高
く
隆
起
し
た
二
重
の
圏
線
が
巡
る
。
印
籠
付
け

に
よ
り
接
続
し
た
後
、
瓦
当
裏
面
の
接
合
部
に
補

っ
た
粘
上
に
は
指
頭
圧
痕
が

大
き
く
残
さ
れ
て
い
る
。
丸
瓦
部
凸
面
、
瓦
裏
面
、
外
区
圏
線
上
に
は
ヘ
ラ
削

り
に
よ
る
整
形
が
行
な
わ
れ
る
。
色
調
は
表
面
が
灰
褐
色
、
内
面
が
サ
ン
ド
イ
ッ

チ
状
に
黒
色
を
呈
す
。
胎
土
に
は
長
石

・
雲
母
の
ほ
か
ス
コ
リ
ア
状
の
赤
色
粒

子
を
多
く
含
む
。
各
部
位
の
計
測
値
は
、
瓦
当
径
二
四
・
二
Ｃｍ
、
内
区
径

一
八
・

二
Ｃｍ
、
中
房
径
六
・
三
ｃｍ
、
中
房
高
○

。
九

ｃｍ
、
間
弁
幅
四
Ｐ
四
・
八
ｃｍ
、
弁

長
四

・
六
ど
五
ｃｍ
、
弁
幅
三
。
二
Ｐ
四
ｃｍ
、
外
区
幅
二
・
七
ど
三
・
三
ｃｍ
、
外

区
高

一
Ｃｍ
、
瓦
当
厚
四
・
七
ユ
五
・
五
ｃｍ
を
測
る
。
絶
の
木
目
が
不
明
瞭
な
が

ら
認
め
ら
れ
る
。
４
の
ほ
か
に
表
採
品
が

一
点
あ
る
が
、
４
と
同

一
個
体
の
可

能
性
が
強
い
。
出
土
量
が
極
め
て
少
な
い
点
と
、
瓦
当
径
が
著
し
く
大
き
な
点

か
ら
、
通
常
の
軒
丸
瓦
で
は
な
く
、
鳥
余
な
ど
の
棟
先
瓦
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ

る
。
現
在
の
と
こ
ろ
同
範
瓦
は
発
見
さ
れ
て
い
な
礎
。

ｂ
　
軒
平
瓦

（
５
ど
１０
）

一
種
類

（
Ｂ
Ｉ
型
式
）
、
六
点
出
土
し
た
。

均
整
唐
草
文
軒
平
瓦

（Ｂ
Ｉ
型
式
）

（
５
！
１
０
）
楕
円
形
の
環
と
二
個
の

Ｃ
字
形
を
重
ね
た
文
様
の
下
に
二
個
の
珠
文
を
置
い
た
中
心
飾
り
を
中
心
に
、

唐
草
を
左
右
に
三
回
反
転
さ
せ
た
均
整
唐
草
文
で
あ
る
。
唐
草
の
先
端
は
珠
状

に
表
現
さ
れ
る
。
単
郭
素
縁
の
外
区
を
も
つ
。
平
瓦
部
に
瓦
当
面
用
の
粘
土
を

貼
り
つ
け
、
範
を
押
圧
し
、
側
面
と
平
瓦
部
凸
面
を
ヘ
ラ
削
り
に
よ
り
整
形
し

た
も
の
で
あ
る
。
顎
部
は
曲
線
顎
で
あ
る
。
色
調
は
表
面
が
灰
白
色

（５
１
９
）
●

青
白
色

（
１０
）
で
あ
る
が
、
内
面
が
サ
ン
ド
イ
ツ
チ
状
に
黒
色
を
呈
す
も
の
が

あ
る

（
７
●
８
）
。
焼
成
は
、
灰
白
色
を
呈
す
も
の
が
や
や
不
良
で
脆
弱
で
あ

る
。
胎
土
に
は
長
石

・
石
英

・
雲
母
の
ほ
か
ス
コ
リ
ア
状
の
赤
色
粒
子
を
含
む
。

出
土
し
た
六
点
は
基
本
的
に
は
同
じ
よ
う
な
文
様
で
あ
る
が
、
唐
草
の
細
部
の

違
い
か
ら
二
種
類
の
範
を
確
認
し
た
。
曲
線
顎
で
、
か
つ
均
整
唐
草
文
で
あ
る

点
か
ら
奈
良
時
代
後
半
の
所
産
と
考
え
た
い
。

Ｂ
Ｉ
型
式
１
類

（
５
１
８
）
唐
草
が
全
体
的
に
太
く
直
線
的
で
繊
細
さ
を
欠

き
、
先
端
の
珠
状
の
表
現
は
大
き
く
誇
張
さ
れ
て
い
る
。
２
類
に
較
べ
形
式
的

で
流
麗
さ
を
失

っ
て
い
る
。
各
部
位
の
計
測
値
は
、
上
外
区
幅
○
ど
七
ｃｍ
、
下

外
区
幅

一
・
五
ユ

一
・
八
ｃｍ
、
脇
区
幅
○

。
九

ｃｍ
、
内
区
幅
四
・
八
Ｐ
五
ｃｍ
を

測
る
。
凸
面
顎
部
付
近
に
縄
叩
き
を
残
す
も
の
が
あ
る

（
７
）
。
甲
斐
国
分
寺

跡
で
同
範
瓦
が
出
上
し
て
い
る
。

Ｂ
Ｉ
型
式
２
類

（９

●
１０
）
１
類
に
較
べ
唐
車
が
曲
線
的
で
繊
細
な
も
の
を

一
括
し
た
が
、
更
に
種
別
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
瓦
当
面
に
長
石
を
主
体
と
し
た

砂
粒
が
付
着
し
た
も
の
が
あ
り

（
１０
）
、
範
を
押
圧
す
る
際
の

「離
れ
砂
」
で
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あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
各
部
位
の
計
測
値
は
、
上
外
区
幅

一
Ｃｍ
、
下
外
区
幅

一
・

二
Ｃｍ
、
脇
区
幅
○

・
七

ｃｍ
を
測
る
。
甲
斐
国
分
寺
跡

。
国
分
尼
寺
跡
で
同
範
瓦

が
出
土
し
て
い
る
ほ
か
、
春
日
居
町
寺
本
廃
寺
で
も
同
絶
か
と
思
わ
れ
る
も
の

が
あ
る
。

ｃ
　
平
瓦

（
１１
１
１５
）

全
て
歪
ん
だ
り
破
損
し
て
い
る
が
、
そ
の
な
か
で
完
存
し
た
５
点
を
報
告
す

る
。
い
ず
れ
も

一
枚
作
り
で
、
凸
面
は
長
軸
方
向
の
縄
目
叩
き
、
凹
面
は
布
目

痕
上
に
主
に
短
軸
方
向
の
粗
い
ヘ
ラ
ナ
デ
を
施
し
、
側
面
は
ヘ
ラ
削
り
を
行
な

う
。
凹

・
凸
面
と
も
に
糸
切
り
痕
が
み
ら
れ
る
。
凸
面
に
は
長
石
を
主
体
と
し

た
砂
粒
が
多
く
付
着
す
る
が
、
粘
土
と
叩
き
板
の
離
れ
を
よ
く
す
る
た
め
縄
叩

き
を
行
な
う
際
に
粘
土
上
に
ま
い
た

「
離
れ
砂
」
で
あ
ろ
う
。
大
き
さ
は
狭
端

幅

一
九
Ｐ
三
二
ｃｍ
、
広
端
幅
二
五
を
二
九

ｃｍ
、
長
軸
長
約
三
〇

ｃｍ
、
厚
さ

一
・

七
ど
二
・
五

ｃｍ
で
あ
る
。
胎
土
に
は
、
長
石
を
主
体
に
ス
コ
リ
ア
状
の
赤
色
粒

子
を
含
む
。
側
面
部
お
よ
び
凹
面
周
縁
部
に
み
ら
れ
る

ヘ
ラ
削
り
、
凹
面
の
ナ

デ
の
方
向

・
回
数
に
よ

っ
て
数
種
類
に
分
類
が
可
能
で
あ
ろ
う
が
、
全
資
料
の

観
察
を
待

っ
て
後
日
試
み
た
い
と
思
う
。
類
例
は
甲
斐
国
分
寺
跡

・
国
分
尼
寺

跡

・
八
代
町
米
倉
廃
寺
跡

。
同
久
保
遺
跡
で
出
上
し
て
い
る
。

■
　
狭
端
幅
三
二
Ｃｍ
、
広
端
幅
二
九

ｃｍ
、
長
軸
長
三
〇

・
五

ｃｍ
、
厚
さ
ニ
ユ

ニ
・
五

ｃｍ
、
三

・
五
六
九
晦
で
あ
る
。
色
調
は
青
灰
色
を
呈
し
、
焼
成
は
良
好

で
あ
る
が
、
端
部
に
大
き
く
ヒ
ビ
が
入
る
。
凹
面
に
は
短
軸
方
向
に
幅
広
の
ナ

デ
が
六
回
行
な
わ
れ
て
い
る
。
布
目
痕
は

一
研
当
り

一
一
×
一
二
本
程
度
の
細

布
で
あ
る
。
凹
面
狭
端
縁
部
と
凸
面
狭
端
側
に
指
頭
痕
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ

は
生
乾
き
の
瓦
を
運
ぶ
際
、
狭
端
側
を
摘
ん
で
運
ん
だ
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ

ろ
う
。

‐２
　
狭
端
幅
二
〇

ｃｍ
、
広
端
幅
二
五

ｃｍ
、
長
軸
長
三
Ｏ

ｃｍ
、
厚
さ
ニ
ユ
ニ
・



二
Ｃｍ
、
二
・
三
五
七
短
モ
あ
る
。
色
調
は
赤
灰
色
を
呈
し
、
焼
成
は
良
好
で
あ

る
が
、
凸
面
側
に
強
く
反
る
。
凹
面
に
は
短
軸
方
向
に
幅
広
の
ナ
デ
が
五
回
行

な
わ
れ
て
い
る
。
布
目
痕
は
一
研
当
り
六
×
六
本
程
度
の
荒
布
で
あ
る
。

‐３
　
狭
端
幅

一
九
ｃｍ
、
広
端
幅
二
五
ｃｍ
、
長
軸
長
三
〇

ｃｍ
、
厚
さ

一
・
七
ｃｍ
、

三
。
九
〇
二
九
町
で
あ
る
。
色
調
は
青
灰
色
を
呈
し
、
焼
成
は
良
好
で
あ
る
が
、

凸
面
側
に
強
く
反
る
。
凹
面
に
は
長
軸
方
向
に
弱
い
ナ
デ
が
二
回
、
短
軸
方
向

に
幅
広
の
ナ
デ
が
六
回
行
な
わ
れ
て
い
る
。
布
目
痕
は
一
師
当
り
六
×
八
本
経

度
の
荒
布
で
あ
る
。

‐４
　
狭
端
幅

一
九

ｃｍ
、
広
端
幅
二
五

ｃｍ
、
長

軸
長
三
〇

ｃｍ
、
厚
さ

一
・
八
ど
二
ｃｍ
、
二
・
六

八
本
町
で
あ
る
。
色
調
は
青
灰
ど
赤
灰
色
を
呈

し
、
焼
成
は
良
好
で
あ
る
が
、
狭
端
部
隅
が
大

き
く
歪
む
。
凹
面
に
は
弱
い
ナ
デ
が
長
軸
方
向

に
五
回
、
短
軸
方
向
に
三
回
行
な
わ
れ
て
い
る
。

布
目
痕
は

一
研
当
り
七
×
八
本
程
度
の
荒
布
で

あ
る
。

・５
　
狭
端
幅
二
〇

Ｃｍ
、
広
端
幅
二
五

ｃｍ
、
長

軸
長
三
〇

ｃｍ
、
厚
さ
二
ど
二
・
三

ｃｍ
、
二
・
九

九
四
町
て

あ
る
。
色
調
は
赤
褐
色
を
呈
し
、
焼

成
は
良
好
で
あ
る
が
、
凸
面
側
に
強
く
反
る
。

凹
面
に
は
弱
い
ナ
デ
が
長
軸
方
向
に
三
回
、
短

軸
方
向
に
七
回
行
な
わ
れ
て
い
る
。
布
目
痕
は

一
師
当
り
六
×
七
本
程
度
の
荒
布
で
あ
る
。

ｄ
　
隅
切
り
瓦

（
１６
）

平
瓦
の
広
端
部
隅
を
焼
成
前
に
斜
め
に
切
除

し
た
瓦
で
あ
る
。　
一
点
の
み
報
告
す
る
。

・６
　
狭
端
部
が
破
損
し
て
い
る
た
め
、
全
体
の
大
き
さ
は
不
明
で
あ
る
が
、

推
定
広
端
幅
や
短
軸
長
、

ご
フ
削
り
や
ナ
デ
の
技
法
が
平
瓦
と
同
じ
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
平
瓦
と
し
て
一
旦
仕
上
げ
た
も
の
を
隅
切
り
瓦
と
し
て
い
る
こ
と
が

想
定
さ
れ
る
。
色
調
は
青
灰
Ｐ
赤
灰
色
を
呈
し
、
焼
成
は
や
や
不
良
で
あ
る
。

凸
面
に
は
縄
叩
き
痕
、
凹
面
に
は
布
目
痕
上
に
短
軸
方
向
の
幅
広
の
ナ
デ
が
認

め
ら
れ
る
。
隅
切
り
は
凹
面
側
か
ら
行
な
わ
れ
て
い
る
。
胎
土
は
平
瓦
と
同
じ
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で
あ
る
。
布
目
痕
は

一
師
当
り
七
×
七
本
程
度
の
荒
布
で
あ
る
。

ｃ
　
丸
瓦

（
Ｗ
ｉ
ｌ９
）

三
点
の
み
を
報
告
す
る
。
い
ず
れ
も
玉
縁
式
で
、
長
さ
三

一
・
五

ｃｍ
、
広
端

幅

一
五
？

一
六

ｃｍ
、
厚
さ
ニ
ユ
ニ
・
五

ｃｍ
を
測
る
。
粘
土
板
を
型
に
巻
き
、
縄

叩
き

。
回
転

ヘ
ラ
ナ
デ
に
よ
る
調
整
を
し
た
後
、
型
を
は
ず
し
内
側
か
ら
厚
み

の
約
半
分
ま
で
刃
物
を
あ
て
て
半
我
す
る
。
そ
の
後
、
凹
面
広
縁
部
と
そ
の
端

面
を

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
に
よ

っ
て
調
整
す
る
。
側
面
は
半
我
後
原
則
と
し
て
調
整
を

行
な
わ
ず
、
分
割
時
の
割
れ
口
を
残
す
。
胎
土
は
平
瓦
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。

甲
斐
国
分
寺
跡

・
国
分
尼
寺
跡
か
ら
類
例
が
出
土
し
て
い
る
。

・７
　
玉
縁
幅
八
ｃｍ
、
広
端
幅

一
五
・
五
ｃｍ
、
玉
縁
長
四
ｃｍ
、
長
軸
長
三
一
・

五
ｃｍ
、
厚
さ
二
を
三
・
五
ｃｍ
、
二
・
六
三
二
ｋ９
で
ほ
ば
完
形
で
あ
る
。
色
調
は

青
灰
色
を
呈
し
、
焼
成
は
良
好
で
あ
る
。
凸
面
丸
瓦
部
及
び
玉
縁
部
に
は
短
軸

方
向
に
幅
広
の
ナ
デ
を
行
な
う
。
広
端
縁
部
の
ヘ
ラ
削
り
の
幅
は
約
五
・
五
ｃｍ

で
あ
る
。
布
目
痕
は
一
研
当
り
七
×
八
本
程
度
の
荒
布
で
あ
る
。

・８
　
玉
縁
幅
九

ｃｍ
、
広
端
幅

一
五
ｃｍ
、
玉

縁
長
五
ｃｍ
、
長
軸
長
三
二
・
五
ｃｍ
、
厚
さ
二
・

二
Ｃｍ
で
あ
る
。
粘
土
板
巻
き
付
け
は
Ｚ
型
で
、

接
合
痕
を
明
瞭
に
残
す
。
色
調
は
青
灰
色
を

呈
し
、
院
成
は
良
好
で
あ
る
。
凸
面
丸
瓦
部

及
び
玉
縁
部
に
は
短
軸
方
向
に
幅
七
ど
八
ｃｍ

の
回
転
ナ
デ
を
行
な
う
。
玉
縁
端
部
は
無
調

整
で
、
砂
粒
を
多
く
付
着
す
る
。
広
端
縁
部

の
ヘ
ラ
削
り
の
幅
は
約
五
ｃｍ
で
あ
る
。
布
目

痕
は
一
師
当
り
八
×
九
本
程
度
の
荒
布
で
あ

Ｚυ
。・９
　
玉
縁
幅
推
定
八
ｃｍ
、
広
端
幅

一
六
ｃｍ
、

玉
縁
長
五

ｃｍ
、
長
軸
長
三
二
・
五

ｃｍ
、
厚
さ

二
・
二
Ｃｍ
で
あ
る
。
粘
土
板
の
接
合
痕
が
広

端
側
に
斜
め
に
残
り
、
接
合
痕
上
に
指
頭
痕

が
連
続
す
る
。
粘
土
板
の
補
足
部
に
対
す
る

接
合
力
を
高
め
る
た
め
の
処
置
で
あ
ろ
う
。

色
調
は
灰
褐
色
を
呈
し
焼
成
は
良
好
で
あ
る
。

第 10図

-82-―



一
　

　

　

　

　

［

く

か

＆

凸
面
丸
瓦
部
及
び
玉
縁
部
に
は
短
軸
方
向
に
幅
広
の
回
転
ナ
デ
を
行
な
う
。
広

端
縁
部
の
ヘ
ラ
削
り
の
幅
は
約
四
ｃｍ
で
あ
る
。
布
目
痕
は
一
軒
当
り
七
×
一
〇

本
程
度
の
細
？
荒
布
で
あ
る
。
凹
面
に
は
長
石
を
主
体
と
し
た
砂
粒
が
多
く
付

着
す
る
。
胎
土
は
白
色
粘
土
を
混
合
し
た
粘
土
で
あ
る
。

②
　
博

（第
１２
図
２０
‐
２３
）

遺
物
の
取
り
上
げ
時
点
で
確
認
し
た
数
量
は
一
八
点
で
あ
る
。
全
て
破
片
資

料
で
、
全
形
を
復
元
し
得
る
資
料
は
皆
無
で
あ
る
が
、
お
お
よ
そ
九

ｃｍ
×
六
ど

七

ｃｍ
×
二
〇

Ｃｍ
以
上
の
直
方
体
を
呈
す
長
方
博

で
あ
る
。
相
対
す
る
二
面
に
縄
叩
き
痕
を
残
し
、

他
の
四
面
は
無
文
で
あ
る
も
の
が
多
い
こ
と
か

ら
、
長
方
形
の
枠
状
の
型
に
粘
土
を
詰
め
て
縄

叩
き
等
に
よ
っ
て
調
整
し
た
後
、
型
か
ら
抜
き

取

っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
縄
の
叩
き
に

は

一
定
の
方
向
性
は
看
取
で
き
な
い
。
胎
土
に

は
長
石
を
主
体
と
し
た
砂
粒
を
多
く
含
む
も
の

が
多
い
。
博
は
川
田
瓦
窯
址
で
方
尊
が
表
採
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
甲
斐
国
分
寺
で
も
方
博
を
中

心
に
数
点
出
上
し
て
い
る
が
、
本
瓦
窯
址
と
同

一
法
量
を
示
す
も
の
を
確
認
し
て
い
な
い
。
四

点
の
み
報
告
す
る
。

２０
　
色
調
は
灰
褐
色
を
呈
し
、
焼
成
は
良
好

で
あ
る
。
二
面
に
長
軸
方
向
の
縄
叩
き
痕
が
残

る
。
白
色
粘
土
を
少
量
混
合
し
た
胎
土
で
あ
る
。

２．
　
色
調
は
表
面
が
灰
白
色
、
内
面
が
黒
色

を
呈
し
、
院
成
は
良
好
で
あ
る
。
二
面
に
短
軸

方
向
の
縄
叩
き
痕
が
残
る
。

２２
　
色
調
は
暗
灰
色
を
呈
し
、
焼
成
は
良
好
で
あ
る
。
二
面
の
調
整
痕
は
明

瞭
で
は
な
い
。
胎
土
に
は
砂
粒
を
多
量
に
合
む
。

２３
　
色
調
は
青
灰
褐
色
を
呈
し
、
焼
成
は
良
好
で
あ
る
。　
一
面
に
短
軸
方
向

の
縄
叩
き
痕
が
残
る
が
、
そ
の
対
面
の
調
整
痕
は
不
明
瞭
で
あ
る
。
胎
上
に
は

砂
粒
を
多
量
に
含
む
。

―‐83-―
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③
　
土
器

ａ
　

一
号
住
居
址
出
土
土
器

（第
１３
図
）

１
は
外
形
土
器
で
、
日
径

一
三

・
八

ｃｍ
、

器
高
三

・
五

ｃｍ
を
測
る
。
外
面
口
縁
部
お
よ

び
内
面
は
横
ナ
デ
、
外
面
胴
下
半
よ
り
底
部

に
か
け
て
は
横
方
向
の
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
が
施
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
内
外
面
と
も
に
赤
色
塗

彩
さ
れ
て
い
る
。
胎
土
は
長
石
粒
子
や
赤
色

粒
子
を
含
み
精
選
さ
れ
て
い
る
。

２
１
６
は
甕
形
土
器
で
あ
る
。

２
は
甕
形
土
器
の
胴
上
半
部
で
あ
る
が
、

炉
体
土
器
と
し
て
逆
位
に
使
用
さ
れ
て
い
た
。

内
外
面
と
も
に
ナ
デ
調
整
が
さ
れ
て
い
る
。

胎
土
は
長
石
、
角
閃
石
を
含
み
、
色
調
は
褐

色
を
呈
す
る
。

３
は
口
径

一
八

・
六
ｃｍ
を
測
る
。
外
面
は

縦
方
向
の
刷
毛
目
が
施
さ
れ
て
お
り
、
頸
部

に
は
横
方
向
の
ナ
デ
調
整
が
さ
れ
て
い
る
。

内
面
は
横
方
向
の
刷
毛
目
が
施
さ
れ
た
後
、

指
に
よ

っ
て
ナ
デ
お
よ
び
お
さ
え
が
行
わ
れ

て
い
る
。

４
は
日
径

一
七

・
八

ｃｍ
を
測
り
、
整
形
は

３
と
は
ぼ
同
様
に
行
わ
れ
て
い
る
が
、
内
面

の
ナ
デ
は
み
ら
れ
な
い
。

５
は
口
径

一
七

・
六

ｃｍ
を
測
り
、
胴
張
り

／

１

１

‐

‐

‐

0         108冊

第 13図 第 1号住居址出上土器
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0         10cm

の
形
態
を
呈
し
、
日
縁
部
は
非
常
に
厚
く
作
ら
れ
て
い
る
。
胎
土
は
長
石
小
粒

子
を
多
量
に
含
み
、
色
調
は
褐
色
を
呈
す
る
。

６
は
小
型
甕
形
土
器
で
、
日
径

一
八

・
四

ｃｍ
、
器
高

一
五

・
六

ｃｍ
を
測
る
。

外
面
は
縦
方
向
の
ヘ
ラ
削
り
の
後
、
ナ
デ
調
整
が
さ
れ
て
い
る
。
内
面
は
横
方

向
の
刷
毛
目
調
整
が
施
さ
れ
て
い
る
。
胎
土
は
砂
粒
を
多
く
含
み
、
色
調
は
茶

褐
色
を
呈
す
る
。

７
は
甑
で
、
口
径
三
二
・
六

ｃｍ
、
器
高
三
二
・
八

ｃｍ
を
測
る
。
外
面
は
刷
毛

目
を
施
し
た
後
、

ご
フ
ナ
デ
さ
れ
て
い
る
。
内
面
も
刷
毛
目
を
施
し
た
後
、
ナ

デ
調
整
を
行

っ
て
い
る
。
胎
土
は
長
石
粒
、
石
英
粒
、
赤
色
粒
等
を
含
ん
で
お

り
、
色
調
は
褐
色
を
呈
す
る
。

以
上
の
一
括
の
出
土
土
器
は
、
そ
の
特
徴
か
ら
六
世
紀
前
半
代
と
考
え
ら
れ

Ｚ
Ｏ
。ｂ

　
２
号
住
居
址
出
土
土
器

（第
１４
図
）

外
形
土
器

（
１
１
５
）
、
手
捏
土
器

（
６
）
、
甕
形
土
器

（
７
１
８
）
が
み

ら
れ
る
。

１
は
口
径

一
二
・
二
ｃｍ
、
器
高
三
・
八
ｃｍ
を
測
る
。
口
縁
部
は
直
線
的
に
立

ち
上
が
り
抜
を
有
す
る
。
外
面
口
縁
部
お
よ
び
内
面
は
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
、
外
面
下

半
部
か
ら
底
部
に
か
け
て
は
ヘ
ラ
削
り
が
施
さ
れ
て
い
る
。
胎
土
は
、
赤
色
粒

子
を
合
み
精
選
さ
れ
て
い
る
。
色
調
は
褐
色
を
呈
し
、
内
外
面
と
も
に
赤
色
塗

彩
さ
れ
て
い
る
。

２
は
日
径

一
二
・
四
ｃｍ
、
器
高
四
。
一
Ｃｍ
を
測
る
。
１
よ
り
も
口
縁
部
が
や

や
外
反
す
る
。
整
形
お
よ
び
胎
土
は
ほ
ぼ
１
と
同
様
で
あ
る
が
赤
色
塗
彩
の
痕

跡
は
認
め
ら
れ
な
い
。

３
は
口
径

一
三
・
八
ｃｍ
、
器
高
五
・
二
Ｃｍ
を
測
る
。
体
部
は
比
較
的
ゆ
る
や

か
に
立
ち
上
が
り
、
日
縁
部
の
み
外
反
す
る
。
外
面
口
縁
部
お
よ
び
内
面
は
ヘ

第 14図 第 2号住居址出上上器
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ラ
ミ
ガ
キ
、
外
面
体
部
か
ら
底
部
に
か
け
て
は
ヘ
ラ
削
り
が
施
さ
れ
て
い
る
。

胎
土
は
、
長
石
粒
、
石
英
粒
、
赤
色
粒
等
を
含
む
。
色
調
は
茶
褐
色
を
呈
し
、

内
外
面
と
も
に
赤
色
塗
彩
さ
れ
て
い
る
。

４
は
口
径

一
二
・
Ｏ

Ｃｍ
、
器
高
四

・
二
Ｃｍ
を
測
る
。
体
部
に
稜
を
持
た
ず
に

口
縁
部
が
内
湾
す
る
。
外
面
は
ヘ
ラ
削
り
後
、

ご
て
ヽヽ
ガ
キ
が
さ
れ
て
お
り
、

内
面
も

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
さ
れ
て
い
る
。
胎
土
は
赤
色
粒
子
を
少
量
含
む
の
み
で
精

選
さ
れ
て
い
る
。
色
調
は
赤
褐
色
を
呈
す
る
。

５
は
口
径

一
三

・
六
ｃｍ
、
器
高
四

。
一
Ｃｍ
を
測
る
。
整
形
は
４
と
は
ぼ
同
様

に
な
さ
れ
て
い
る
。
胎
土
は
長
石
粒
、
石
英
粒
を
少
量
、
赤
色
粒
子
を
多
量
に

含
む
。
色
調
は
褐
色
を
呈
し
、
内
外
面
と
も
に
赤
色
塗
彩
さ
れ
て
い
る
。

６
は
手
捏
土
器
で
、
器
高
三

・
四

ｃｍ
を
測
る
。
体
部
内
外
面
と
も
に
指
頭
痕

が
み
ら
れ
る
。
胎
土
は
赤
色
粒
子
を
合
み
、
色
調
は
褐
色
を
呈
す
る
。

７
は
日
径

一
八

・
Ｏ

ｃｍ
、
底
径
七

・
Ｏ

ｃｍ
、
器
高

一
五

・
八

帥
を
測
る
。
内

外
面
と
も
に
刷
毛
目
整
形
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
外
面
下
半
部
お
よ
び

内
面
口
縁
部
、
下
半
部
は
ナ
デ
調
整
が
施
さ
れ
て
い
る
。
胎
土
は
密
で
長
石
粒
、

石
英
粒
を
多
く
含
む
。
色
調
は
赤
褐
色
を
呈
す
る
。

８
は
口
径

一
六

・
八

ｃｍ
を
測
る
。
胴
部
を
欠
損
し
て
い
る
が
胴
張
の
形
態
を

呈
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
器
面
が
荒
れ
て
お
り
、
外
面
の
整
形
に
つ
い
て

は
正
確
に
は
わ
か
ら
な
い
が
、

全
フ
状
工
具
痕
が
頚
部
に
い
く
つ
か
み
ら
れ
、

ヘ
ラ
状
工
具
に
よ

っ
て
ナ
デ
調
整
が
行
わ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
内
面
も
ナ

デ
調
整
が
行
わ
れ
て
い
る
。
胎
土
は
密
で
あ
る
が
長
石
粒
、
石
英
粒
、
赤
色
粒

等
を
多
量
に
含
ん
で
い
る
。
色
調
は
褐
色
を
呈
す
る
が

一
部
に
焼
き
む
ら
が
認

め
ら
れ
る
。

以
上
の
出
土
土
器
は
そ
の
特
徴
か
ら
１
号
住
居
址
同
様
、
六
世
紀
前
半
代
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
外
の
形
態
か
ら
す
る
と
本
遺
構
の
方
が
若
千
古
式
で

あ
ろ
う
か
。

ｃ
　
遺
構
外
出
土
土
器

（第
１５
図
）

今
回
の
調
査
で
は
遺
構
外
か
ら
も
図
化
で
き
る
よ
う
な
土
器
が
何
点
か
出
土

し
て
い
る
。

１
は
１
号
ト
レ
ン
チ
出
上
の
台
付
甕
で
あ
る
。
日
縁
部
は
折
り
返
し
口
縁
で
、

折
り
返
し
部
に
は
連
続
指
頭
押
圧
痕
が
明
瞭
に
残

っ
て
い
る
。
日
径

一
六

・
八

ｃｍ
、
器
高
二

一
・
Ｏ

Ｃｍ
、
底
径
七

・
Ｏ

ｃｍ
、
最
大
径
は
胴
部
中
央
で

一
六

・
六

ｃｍ
と
な

っ
て
い
る
。
外
面
に
は
口
縁
部
か
ら
頸
部
に
か
け
て
は
縦
位
な
い
し
斜

位
の
、
胴
部
は
横
位
の
細
か
い
刷
毛
目
が
施
さ
れ
、
胴
下
半
部
は
ナ
デ
調
整
が

行
わ
れ
て
い
る
。
内
面
に
は
横
位
の
刷
毛
目
が
施
さ
れ
て
い
る
。
胴
中
央
部
に

煤
の
付
着
が
み
ら
れ
る
。
胎
土
は
自
色
砂
粒
お
よ
び
赤
色
粒
子
を
含
み
、
器
面

は
や
や
ザ
ラ
つ
い
て
い
る
が
、
院
成
は
良
好
で
あ
る
。
色
調
は
明
褐
色
を
呈
す

Ｚυ
。２

は
５
号
ト
レ
ン
チ
出
土
。
Ｓ
字
状
口
縁
台
付
甕
の
口
縁
部
の
小
破
片
で
あ

る
。
推
定
口
径

一
六
・
Ｏ

ｃｍ
を
測
る
。
外
面
に
は
斜
位
お
よ
び
横
位
の
刷
毛
目

が
施
さ
れ
て
い
る
。
胎
土
は
白
色
砂
粒
お
よ
び
赤
色
粒
子
を
多
く
含
む
。
焼
成

は
良
好
で
、
色
調
は
褐
色
を
呈
す
る
。

３
は
６
号
ト
レ
ン
チ
出
土
。
甕
形
土
器
の
口
縁
部
の
破
片
で
あ
る
。
胴
部
は

や
や
張
り
出
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
顕
部
は
逆

コ
の
字
状
に
作
ら
れ
て
お
り
、

口
縁
部
は
強
く
外
湾
す
る
。
口
唇
部
お
よ
び
口
縁
内
側
は
凹
面
を
な
し
て
い
る
。

内
外
面
と
も
に
ヘ
ラ
状
工
具
に
よ

っ
て
ナ
デ
整
形
が
行
わ
れ
て
い
る
。
胎
土
は

密
で
長
石
粒
、
石
英
粒
、
赤
色
粒
等
を
比
較
的
多
く
含
ん
で
い
る
。
焼
成
は
良

好
で
、
色
調
は
赤
褐
色
を
呈
す
る
。

４
は
６
号
ト
レ
ン
チ
出
上
の
小
型
甑
で
あ
る
。
口
径

一
七

・
八
ｃｍ
、
器
高
九

・

六

ｃｍ
、
底
径
四

・
六
ｃｍ
、
孔
径

一
・
二
ｃｍ
と
な

っ
て
い
る
。
内
外
面
と
も
に
斜

―-87-―





位
の
刷
毛
目
が
施
さ
れ
た
後
、

ご
フ
状
工
具
に
よ
っ
て
ナ
デ
調
整
さ
れ
て
い
る
。

胎
土
は
雲
母
お
よ
び
赤
色
粒
子
を
微
量
に
含
む
の
み
で
精
選
さ
れ
て
い
る
。
色

調
は
褐
色
を
呈
す
る
。

５
は
５
号
ト
レ
ン
チ
出
上
の
甕
形
土
器
で
あ
る
。
口
径

一
六

・
四

ｃｍ
、
器
高

二
八

・
二
Ｃｍ
、
最
大
径
は
胴
下
半
部
に
あ
り

一
九

・
一
Ｃｍ
と
な

っ
て
い
る
。
外

面
は
縦
位
の
刷
毛
目
を
施
し
た
後
、

ご
フ
状
工
具
に
よ

っ
て
ナ
デ
整
形
が
さ
れ

て
い
る
。
内
面
は
横
位
の
刷
毛
目
を
施
し
た
後
、
胴
上
半
部
は
ヘ
ラ
状
工
具
に

よ
っ
て
ナ
デ
整
形
が
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
中
央
部
に
は
指
頭
痕
が
み
ら
れ
る
。

底
部
に
は
木
葉
痕
が
明
瞭
に
残

っ
て
い
る
。
胎
土
は
長
石
粒
、
石
英
粒
、
赤
色

粒
を
多
く
含
む
。
色
調
は
褐
色
を
呈
し
、
焼
成
は
良
好
で
あ
る
が
、
口
縁
部
か

ら
底
部
に
か
け
て
広
く
焼
き
む
ら
が
み
ら
れ
る
。

６
を
９
は
必
形
土
器
で
、
６
１
８
は
７
号
ト
レ
ン
チ
よ
り
、
９
は
３
号
ト
レ

ン
チ
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
出
土
し
て
い
る
。

６
は
口
径

一
一
・
四

ｃｍ
、
底
径
六

・
六
ｃｍ
、
器
高
四

・
五

ｃｍ
を
測
る
。
内
外

面
と
も
に
横
ナ
デ
が
さ
れ
て
お
り
、
底
部
な
い
し
体
部
下
半
は
手
持
ち
ヘ
ラ
削

り
さ
れ
て
い
る
。
器
面
は
荒
れ
て
お
り
、
内
面
に
暗
文
が
施
さ
れ
て
い
た
か
ど

う
か
は
不
明
で
あ
る
。
胎
土
は
や
や
荒
れ
て
お
り
、
赤
色
粒
子
を
含
む
。
色
調

は
茶
褐
色
を
呈
す
る
。

７
は
底
径
五

・
八

ｃｍ
を
測
る
。
内
外
面
と
も
に
横
ナ
デ
が
さ
れ
て
お
り
、
体

部
下
半
に
は
手
持
ち
ヘ
ラ
削
り
が
さ
れ
て
い
る
。
底
部
は
回
転
糸
切
り
後
、
周

辺
の
み

ヘ
ラ
削
り
し
て
い
る
。
内
面
に
は
放
射
状
の
暗
文
を
持

つ
。
胎
土
は
密

で
あ
る
が
白
色
砂
粒
子
を
含
む
。
色
調
は
褐
色
を
呈
す
る
。

８
は
底
径
六

。
Ｏ

ｃｍ
を
測
る
。
整
形
は
８
と
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。
胎
土
は
精

選
さ
れ
て
お
り
、
白
色
砂
粒
子
等
を
若
干
含
む
。
色
調
は
褐
色
を
呈
す
る
が
、

一
部
に
焼
き
む
ら
が
認
め
ら
れ
る
。

９
は
盤
状
形
を
呈
す
る
皿
で
あ
る
。
日
径

一
五

・
四

ｃｍ
、
底
径
八

・
Ｏ

ｃｍ
、

器
高
二
・
九

ｃｍ
を
測
る
。
底
部
の
端
は
角
ば

っ
て
口
縁
部

へ
と
至
る
。
日
唇
部

は
丸
み
を
お
び
、
外
反
す
る
。
内
面
お
よ
び
口
縁
部
は
端
正
に
ナ
デ
整
形
が
行

わ
れ
て
い
る
。
底
部
お
よ
び
体
部
下
半
は
回
転

ヘ
ラ
削
り
が
行
わ
れ
て
い
る
。

み
こ
み
部
に
は
放
射
状
暗
文
が
施
さ
れ
て
い
る
。
胎
土
は
精
選
さ
れ
て
お
り
、

赤
褐
色
を
呈
す
る
。

１０
は
７
号
ト
レ
ン
チ
出
上
の
鉢
形
土
器
で
あ
る
。
日
径

一
六

・
八

ｃｍ
、
底
径

八

・
八

ｃｍ
器
高
七

・
五

ｃｍ
を
測
る
。
内
外
面
と
も
に
横
ナ
デ
が
さ
れ
て
お
り
、

体
部
下
半
に
は
手
持
ち
ヘ
ラ
削
り
が
さ
れ
て
い
る
。
底
部
は
糸
切
り
後
、
周
囲

二
Ｃｍ
程
度
を

ヘ
ラ
削
り
し
て
い
る
。
胎
土
は
密
で
、
赤
色
粒
子
、
雲
母
を
微
量

含
む
。
色
調
は
茶
褐
色
を
呈
す
る
。

コ
も
７
号
ト
レ
ン
チ
よ
り
出
土
の
蓋
で
あ
る
。
推
定
口
径
二
〇

・
Ｏ

Ｃｍ
を
測

る
。
日
縁
部
内
面
は
凹
面
を
作

っ
て
い
る
。
内
外
面
と
も
に
横
ナ
デ
が
さ
れ
て

い
る
が
、
天
丼
部
外
面
に
ヘ
ラ
削
り
が
施
さ
れ
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
不
明

で
あ
る
。
胎
土
は
密
で
あ
る
が
、
赤
色
粒
子
を
多
く
含
む
。
色
調
は
褐
色
を
呈

す
る
。

以
上
、
遺
構
外
出
土
土
器
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
器
形

・
整
形
技
法
等
に
つ

い
て
説
明
を
行

っ
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
遺
物
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
出
土
状
況

の
制
約
か
ら
検
討
を
加
え
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
も
の
の
、
先
学
の
編
年
的
研

究
に
照
ら
し
あ
わ
せ
な
が
ら
そ
の
年
代
観
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
か
ら
１
は
弥
生
時
代
後
期
後
半
代
、
２
は
古
墳
時
代
前
期

前
半
代
、
３
１
５
は
古
墳
時
代
後
期
の
所
産
で
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
６

１
８
は
い
わ
ゆ
る
甲
斐
型
外
で
あ
る
が
、
６
は
９
世
紀
第
３
四
半
世
紀
、
７

●

８
は
９
世
紀
第
４
四
半
世
紀
に
比
定
さ
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
９
は
盤
状
の

皿
で
９
世
紀
第
４
四
半
世
紀
の
年
代
が
与
え
ら
れ
よ
う
。
１０
は
器
形
お
よ
び
口
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縁
部
形
態
が
特
徴
的
で
あ
り
、
東
八
代
郡
御
坂
町
二
の
宮
遺
跡
３０４
号
住
居
址
に

種
例
が
み
ら
れ
る
。

理
号
住
居
址

の
セ
ッ
ト
関
係
は
９
世
紀
第
４
四
半
世
紀
の

年
代
が
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ほ
ぼ
同
時
期
と
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

１１
は
つ
ま
み
を
欠
損
し
て
お
り
断
定
は
む
ず
か
し
い
が
、
や
は
り
９
世
紀
後
半

代
の
所
産
で
あ
ろ
う
。

④
　
鉄
製
品

（第
１６
図
）

鉄
鎌
。
３
号
ト
レ
ン
チ
よ
り
第
１５
図
９
の
盤
状
皿
に
近
接
し
て
出
土
。
身
部

全
体
が
大
き
く
湾
由
し
、
装
着
部
は
上
半
部
の
み
を
折
り
返
し
て
い
る
。
茎
部

お
よ
び
刃
部
は
そ
れ
ほ
ど
幅
を
変
え
ず
に
先
端
部

へ
と
続
く
。
先
端
部
を
や
や

欠
損
す
る
も
の
の
、
現
存
長

一
五
・　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

Ｏ

ｃｍ
、
刃
部
三

・
Ｏ

ｃｍ
、
茎
部

一

二
。
Ｏ

Ｃｍ
、
最
大
幅
二
・
四

ｃｍ
を

測
る
。

工〈　
考

察

今
回
の
調
査
は
、
瓦
窯
址
の
調

査
と
製
品
の
供
給
ル
ー
ト
・
製
作

技
術
の
系
譜
の
解
明
を
主
目
的
と

し
た
学
術
発
掘
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
こ
こ
で
は
灰
原
と
考
え
ら
れ

た
瓦
窯
の
一
部
と
そ
の
出
土
遺
物

に
焦
点
を
当
て
て
考
察
す
る
。
そ

れ
以
外
の
遺
構

。
遺
物
に
つ
い
て

は
割
愛
し
、
稿
を
改
め
て
言
及
し

た
い
と
思
う
。

今
回
の
調
査
区
内
で
は
窯
の
本
体
は
発
見
で
き
な
か

っ
た
が
、
地
形

・
遺
物

の
出
土
状
況
か
ら
調
査
区
周
辺
に
平
窯
形
態
の
構
造
窯
の
存
在
を
予
想
し
た
点

に
つ
い
て
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
。
本
調
査
区
内
で
は
６

●
７
号
ト
レ
ン
テ
以

外
に
瓦
の
集
中
箇
所
が
な
い
た
め
窯
跡
は

一
基
の
み
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
が
、

調
査
区
西
の
農
道
を
挟
ん
だ
西
側
ブ
ド
ウ
畑
中
に
は
地
中
レ
ー
ダ
ー
探
査
に
よ
っ

て
数
基
の
窯
跡
の
存
在
が
予
想
さ
れ
、
表
土
中
よ
り
瓦
が
採
集
さ
れ
た
。
し
た

が

っ
て
本
遺
跡
の
瓦
案
址
は

一
基
の
み
単
独
で
存
在
し
た
の
で
は
な
く
、
複
数

基
に
よ

っ
て
構
成
さ
れ
た

「
上
土
器
瓦
窯
址
群

（仮
称
）
」
中
の
一
瓦
窯
で
あ

る
可
能
性
が
強
い
。
た
だ
し
、
瓦
窯
址
群
の
形
成
過
程

・
同
時
期
に
お
け
る
操

業
形
態
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
は
な
く
、
６

●
７
号
ト
レ
ン
チ
で
発
見
さ
れ
た

瓦
窯
址
が
こ
の
瓦
窯
址
群
全
体
の
中
で
ど
の
よ
う
な
位
置
付
け
に
あ

っ
た
の
か
、

今
後
周
辺
の
調
査
を
行
な
う
こ
と
に
よ

っ
て
解
明
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

灰
原
か
ら
発
見
さ
れ
た
遺
物
に
は
、
軒
丸
瓦

・
軒
平
瓦

・
丸
瓦

・
平
瓦
の
他

に
、
屋
根
の
特
定
の
位
置
に
用
い
ら
れ
る
隅
切
り
瓦
、
鳥
余
か
と
思
わ
れ
る
直

径
の
大
き
な
軒
丸
瓦
や
、
基
壇
部
の
装
飾
に
関
係
し
た
と
思
わ
れ
る
増
が
あ
る
。

こ
の
う
ち
軒
九
瓦
の
同
範
関
係
、
平
瓦

・
丸
瓦
の
類
例
の
存
在
に
よ

っ
て
、
本

瓦
窯
の
製
品
の
供
給
先
は

一
宮
町
甲
斐
国
分
寺
跡

・
国
分
尼
寺
跡
で
あ
る
こ
と

が
確
実
と
な

っ
た
。
特
に
Ａ
Ｉ
型
式
の
軒
丸
冗
は
国
分
寺
出
上
の
軒
丸
瓦
中
最

も
多
く
、
半
数
以
上
を
占
め
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
に
供
給
先

の
建
造
物
の
性
格
は
不
明
で
あ
る
が
、
八
代
町
方
面
に
も
運
ば
れ
て
い
る
よ
う

で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
量
は
微
々
た
る
も
の
で
あ
り
、
あ
く
ま
で
も
供
給
先
の

主
体
は
国
分
寺

。
国
分
尼
寺
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
瓦
類
は
全
て
同
時
期
に
焼
成
さ
れ
た
と
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
が
、
窯
が
操
業
し
て
い
た
比
較
的
短
期
間
の
製
品
で
あ
る
こ
と
に
間
違
い
は

な
か
ろ
う
。
そ
の
中
に
通
常
の
瓦
の
他
に
特
定
の
瓦
や
尊
を
含
む
こ
と
か
ら
、

中    /
第 16図 遺構外出上鉄器



本
瓦
窯
は
国
分
寺

・
国
分
尼
寺
中
の
構
造
物
の
建
立
に
際
し
て
、
そ
の
初
期
の

段
階
か
ら
瓦
を
主
体
と
し
た
窯
業
製
品
の
製
造
部
門
を
担

っ
て
い
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
。
し
か
も
軒
丸
瓦

。
軒
平
瓦
に
同
文
異
範
が
そ
れ
ぞ

れ
二
種
類
確
認
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
多
量
の
軒
丸
瓦

・
軒
平
瓦
の
需
要
に
応

じ
る
た
め
に
、
複
数
の
同
文
の
絶
を
用
い
て
多
量
の
瓦
が
生
産
さ
れ
た
こ
と
を

推
定
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
以
上
の
点
か
ら
、
本
瓦
窯
址
は
国
分
寺

・
国
分

尼
寺
の
創
建
期
に
関
わ
る
瓦
窯
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

と
こ
ろ
で
Ａ
Ｉ
型
式
の
軒
丸
瓦
に
つ
い
て
は
、
従
来
素
弁
八
葉
の
百
済
様
式

で
あ
る
こ
と
か
ら
国
分
寺
の
前
身
寺
院
を
飾
る
瓦
と
し
て
奈
良
時
代
前
半
期
に

位
置
付
け
る
考
え
方
が
提
起
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
今
回
の
調
査
で
Ａ
Ｉ
型
式

と
伴
出
し
た
の
は
、
奈
良
時
代
後
半
と
考
え
ら
れ
る
均
整
唐
草
文
の
軒
平
瓦
Ｂ

Ｉ
型
式
で
あ
つ
た
。
ま
た
平
瓦
や
丸
瓦
の
製
作
技
法
は
奈
良
時
代
後
半
に
位
置

づ
け
る
の
が
ふ
さ
わ
し
い
。
し
か
も
前
述
し
た
よ
う
に
い
く
つ
か
の
理
由
に
よ
っ

て
、
本
瓦
窯
址
が
国
分
寺

・
国
分
尼
寺
の
創
建
期
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
と
推

定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
Ａ
Ｉ
型
式
の
軒
丸
瓦
は
国
分
寺

。
国
分
尼
寺
が
奈
良
時

代
後
半
に
創
建
さ
れ
た
際
の
所
産
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
そ

の
瓦
当
文
の
様
式
的
な
系
譜
に
つ
い
て
は
、
重
圏
を
も
つ
百
済
様
式
で
あ
る
と

い
う
点
で
白
鳳
時
代
の
寺
院
址
で
あ
る
春
日
居
町
寺
本
廃
寺
か
ら
の
流
れ
を
考

慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
こ
で
注
意
し
た
い
の
は
、
寺
本
廃
寺
で
Ａ
Ｉ
型
式
の
軒
丸
瓦
が
全
く
出
土

し
て
い
な
い
点
で
あ
る
。
寺
本
廃
寺
で
は
三
次
に
わ
た
る
調
査
に
よ
っ
て
瓦
の

全
貌
が
ほ
ぼ
明
ら
か
と
な
っ
た
が
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
寺
本
廃
寺
独
自
の
軒
丸
瓦

の
ほ
か
に
、
国
分
寺
と
同
絶
関
係
を
も
つ

「軒
丸
瓦
Ⅳ
」

。
「軒
丸
瓦
Ｖ
」

・

「軒
丸
瓦
Ⅶ
」
が
存
在
し
、
国
分
寺
建
立
以
降
の
補
修
瓦
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

Ａ
Ｉ
型
式
の
軒
九
瓦
が
寺
本
廃
寺
で
出
土
し
て
い
な
い
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ

る
の
は
、
国
分
寺

の
創
建
時
に
Ａ
Ｉ
型
式
の
軒
丸
瓦
が
甲
斐
国
分
寺
独
自
の
瓦

と
し
て
新
た
に
考
案

・
使
用
さ
れ
、
当
時
既
に
存
在
し
て
い
た
寺
本
廃
寺
と
は

厳
然
と
区
別
す
る
た
め
に
、
決
し
て
寺
本
廃
寺
に
は
葺
か
れ
る
こ
と
が
な
か
っ

た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
国
分
寺

の
瓦
窯
で
あ
る
上
土
器
瓦
窯
址
が
、
寺
本
廃

寺
の
瓦
窯
で
あ
る
川
田
瓦
窯
址
か
ら
約
五
百

ｍ
離
れ
て
位
置
し
て
い
る
こ
と
に

つ
い
て
も
、
寺
院
の
性
格

・
建
立
に
至
る
背
景
の
違
い
が
反
映
し
て
い
る
の
で

は
な
か
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
国
分
寺
の
瓦
当
文
の
系
譜
を
寺
本
廃
寺
か

ら
辿
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、
寺
本
廃
寺
の
建
立
者
、
あ
る
い
は
そ
の
建

立
に
関
わ
る
技
術
集
団
が
甲
斐
国
分
寺
建
立
に
関
与
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と

は
十
分
予
想
さ
れ
よ
う
。

今
後
は
甲
斐
国
分
寺
の
瓦
の
分
析
を
進
め
な
が
ら
、
今
回
の
報
告
で
提
起
し

た
仮
説
を
検
証
す
る
と
と
も
に
、
寺
本
廃
寺
、
川
田
瓦
窯
址
と
の
比
較
に
よ

っ

て
古
代
甲
斐
国
に
お
け
る
瓦
の
変
遷
を
明
ら
か
に
し
、
寺
本
廃
寺
か
ら
甲
斐
国

分
寺

へ
の
系
譜
に
つ
い
て
改
め
て
考
察
し
た
い
。

七
　
お
わ
り
に

上
土
器
遺
跡
の
調
査
は
、
甲
府
市
史
編
さ
ん
委
員
会

（委
員
長
　
磯
貝
正
義
）

の
考
古

・
古
代

・
中
世
専
門
部
会
　
専
門
委
員
　
田
代
孝

・
萩
原
三
雄
の
指
導

の
も
と
で
、
調
査
員
　
宮
沢
公
雄

・
櫛
原
功

一

（山
梨
文
化
財
研
究
所
研
究
員
）

が
担
当
し
た
。
本
報
告
の
執
筆
は

一
。
二
を
田
代
が
、
五
十
２
１
大
３
）

（
４
）

を
宮
沢
が
、
そ
の
ほ
か
を
櫛
原
が
分
担
し
た
。

な
お
発
掘
調
査
及
び
本
文
の
作
成
に
あ
た

っ
て
次
の
諸
氏
に
御
教
示
、
御
協

力
を
賜

っ
た
こ
と
を
記
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。

（敬
称
略
）

相
沢

一
江

・
石
山
礼
子

・
伊
藤
晴
雄

・
猪
股
喜
彦

。
内
田
裕

一
・
落
合
松
代

・

河
西
学

・
久
保
寺
春
雄

・
久
録
寺
弘
子

・
小
林
森
雄

。
小
宮
山
恵
美
子

。
坂
本
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美
夫

・
佐
野
勝
広

・
椎
名
慎
太
郎

。
十
菱
駿
武

・
末
木
健

・
鈴
木
稔

・
外
山
秀

一
・
中
山
誠
二
・
平
出
知
恵
子

・
福
島
登
貴
子

。
宮
川
昌
蔵

・
渡
辺
広
勝

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
発
掘
調
査
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
ご
尽
力
を
い
た

だ
い
た
事
務
局
の
高
木
伸
也

・
数
野
雅
彦
の
両
氏
、
及
び
調
査
に
際
し
て
深
い

御
理
解
の
も
と
積
極
的
な
御
協
力
を
い
た
だ
い
た
地
権
者
の
山
田
哲
氏
に
は
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

註ω
山
梨
文
化
財
研
究
所
の
河
西
学
氏

（地
質

・
火
山
灰
研
究
室
）
の
分
析
に

よ
る
。
参
考
文
献
３
。

②
地
権
者
山
田
哲
氏
が
二
十
年
ほ
ど
前
に
今
回
の
調
査
区
付
近
で
発
見
し
、

保
管
し
て
い
た
資
料
を
含
め
た
。

①
今
回
の
報
告
を
ま
と
め
る
に
あ
た
り
、　
一
宮
町
教
育
委
員
会
　
猪
股
喜
彦

氏
の
御
好
意
で
甲
斐
国
分
寺
跡

。
国
分
尼
寺
跡
の
出
土
遺
物

・
表
採
遺
物

を
観
察
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

①
八
代
町
郷
土
館
所
蔵
。
注
記
に
は

「
北
通
称
寺
屋
敷
」
と
あ
る
。
縄
叩
き

痕
を
も
つ
平
瓦
片
が
同

一
地
点
で
出
上
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

⑤
猪
股
喜
彦
氏
の
御
教
示
に
よ
る
。

０
佐
原
氏
の
分
類
に
基
づ
く
。
参
考
文
献
２
。

①
参
考
文
献
１７
を
参
照
。

参
考
文
献

１
上
野
晴
朗

　
「
甲
斐
国
分
寺
」

（
『
一
宮
町
史
』
　

一
宮
町
史
編
纂
委
員
会

一
九
六
七
）

２
佐
原
真
　
　
「平
瓦
桶
巻
作
り
」

（
『
考
古
学
雑
誌
』
５８
１
２
　
日
本
考
古

学
会
　
一
九
七
二
）

３
町
田
洋

・
新
井
房
夫

「
広
域
に
分
布
す
る
火
山
灰
―
姶
良
Ｔ
ｎ
火
山
灰
の
発

見
と
そ
の
意
義
―
」

（
『
科
学
』
４６
　

一
九
七
六
）

４
佐
野
勝
広

　

「
甲
斐
の
古
瓦
の
様
相
」

（
『
丘
陵
』
第
８
号
　
甲
斐
丘
陵
考

古
学
研
究
会

　
一
九
八
〇
）

５
佐
野
勝
広

　

「
甲
斐
国
分
寺
の
鐙
瓦

・
宇
瓦
」

（
『
甲
斐
考
古
』
１８
の
２

山
梨
県
考
古
学
史
資
料
室
　
一
九
八

一
）

６

一
宮
教
育
委
員
会

　

『
え
跡
　
甲
斐
国
分
寺
跡
―
昭
和
５６
年
度
発
掘
調
査
概

要
―
』
　

一
九
八
二

７

一
宮
教
育
委
員
会

　

『
史
跡
　
甲
斐
国
分
寺
跡
―
昭
和
５７
年
度
発
掘
調
査
概

要
―
」
　

一
九
八
三

８
坂
本
美
夫

・
末
木
健

・
堀
内
真

「
奈
良

・
平
安
時
代
土
器
の
諸
問
題
―
山
梨

県
」

（
『
神
奈
川
考
古
』
第

一
四
号
　
一
九
八
三
）

９
末
木
健

・
坂
本
美
夫

「
山
梨
県
」

（
『
古
墳
時
代
土
師
器
の
研
究
』

一
九
八

四
）

１０
佐
野
勝
広

　

「
甲
斐
国
分
寺
を
め
ぐ
る

一
視
点
」

（
『
甲
斐
考
古
』
２‐
の
１

山
梨
県
考
古
学
史
資
料
室
　
一
九
八
四
）

１１
岡
本
東
三
　

「
屋
瓦
と
そ
の
技
法
」

（
『
日
本
歴
史
考
古
学
を
学
ぶ
』
　

一

九
八
六
）

・２
森
郁
夫
　
　
『
瓦
』
　

一
九
八
六

・３
上
原
真
人

　

「
仏
教
」

（
『
岩
波
講
座
　
日
本
考
古
学
』
４
　

一
九
八
六
）

‐４
甲
府
市
教
育
委
員
会

　

『
甲
府
市
の
遺
跡
』
　

一
九
八
六

‐５
佐
野
勝
広

　

「
甲
斐
国
分
寺
の
創
建
年
代
を
め
ぐ

っ
て
」

（
『
山
梨
県
考
古

学
協
会
地
域
大
会
要
旨
集
』
第
４
号
　
一
九
八
七
）

・６
猪
股
喜
彦

　

「
甲
斐
国
分
寺
遺
跡
を
掘

っ
て
」

（
『
山
梨
県
考
古
学
協
会
地

域
大
会
要
旨
集
』
第
４
号
　
一
九
八
七
）

‐７
春
日
居
町
教
育
委
員
会

　

『
寺
本
廃
寺
』
　

一
九
八
八


